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(2) 

(1)より、点Qは、円 422  yx 上を動く。 

点 P は線分 AQ上かつ円 122  yx 上の点であるから、線分 AQと円 122  yx が、共有点を持つ。 

 

右図のように、 AQが 122  yx に接するとき、 

3 PQAP であり、このとき )3,1( Q である。 

 

求めるQの軌跡は、 

円 422  yx の、 21 ≦≦x の部分である。……(答) 

 

 

(注) 

AQと 122  yx が 2つの相違なる共有点を持つとき、 

いずれの共有点を P としても、Qは一致する。 
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